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表 1 収量及び収量構成要素の年次間変動
:  は じ  め に

昭和60年産水稲の 10α当たり収量は,県平均で 613″ と
昭和50年を上回る史上最高を記録し,日 本一となった。農

業地域別には庄内の 631″を最高に最上,村山,置賜の順
となった。その中で,最上地域の10`当 たり収量は610″
で初の600″ 台を記録し,59年の 585t9を もしのぐ最高と
なり,作況指数は ■6であった。また,同 じ内陸地方であ
る村山,置賜両地域を初めて上回った。以下,こ の最上地
域の多収要因について気象及び生育経過の両面から検討し,

今年稲作の特徴について報告する。

2調 査 方 法

調査資料は,山形県立農業試験場最北支場,本場,庄内
支場,置賜分場の作況試験,東北農政局山形統計情報事務
所の作況試験情報を基にした。

3結 果 と 考 察
(1)最上地域の作柄の特徴

山形県最上地域は県内の他地域に比べ黒ボク土壌地帯で,

山間部を多く抱え,稲作栽培から見て土壌的,気象的条件
が悪く,収量性が低い不安定な地域である。また,他地域
がササニシキが主力品種であるのに対し,キ ヨニシキが55
%を占め県内で最も多い。

昭和50～ 60年までの各本支分場の作況試験のキヨニシキ

並にササニシキの収量及び収量構成要素の年次間変動を示

めしたのが表 1である。内陸地方の本場,置賜分場と比較
すると,最北支場は材当たり靭数がキヨニシキで約10%,
ササニシキで 5%少ない。また登熟歩合の変動が大きく,
特にササニシキは登熟歩合が極めて低く,不安定である。

最上地域の低収及び収量変動の主因は,登熟歩合の低下と
変動の大きいことが要因であると考えられる。

次に昭和50～ 60年の出穂後の平均気温と収量の関係を図

1に示した。最上地域の収量と出穂後40日間の平均気温と
の相関係数はr‐ 0,18+轟で,村山 (r-0806綺),置賜
(r‐ 0706キ ),庄内 (r_0878**+)に比べ高かった。 こ
れは登熟期間の天候すなわち登熱歩合が,他地域よりも収
量に強く反映するものといえる。以上のような傾向をふま

え,60年度の作柄を検討した。
12)昭和60年度の作柄
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“図 1 収量と出穂後の気温との関係

表 2に昭和60年度の地域月1収量構成要素を示した。最上

地域はイ当たり籾数が他地域よりも10%程度低いものの,
平年比で 103%と 他地域並に増加した。登熟歩合は60年度
の天候が反映して869%で県内で最も高く,平年より113
%も高かった。これらの要因により,平年比 116%の 610
″/10α の収量を示し,同 じ内陸の村山,置賜両地域を上
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表 2 昭和60年度収量構成要素

表 3 出穂後の積算平均気温 (℃ ) 回った。これらの最も大きな要因は,登熟歩合が平年に比

べ15%増加したことが挙げられる。

次に,地域別の出穂後の積算平均気温を表 3に ,及び登

熟歩合の推移を図 2に示した。これらから,本場,置賜が

高温のため後期の登熟が停滞気味の傾向が見られたが,最

上地域においては天候に意まれ順調な粒重の増加が見られ

た。また,キ ヨニシキにおいては過去 4年間の平均よりも

約10日登熟が早まった。以上から,昭和60年度は最上地域

においては最適の気象であったと考えられる。

13)最北支場における多収事例

当場における最多収は気象に対応して施肥を行なった試

験区であり,キ ヨニシキで 805″ /10aの収量であった。

その耕種概要及び収量構成要素をそれぞれ表 4,・ 表 5に示

した。中苗は稚苗よりも″当たりもみ数が多く,出穂期も
1日早まり,登熟歩合も高く多収となった。また,中苗を
1週間早植えすることにより,更に出穂期を早め登熟期間

の温度を確保し,穂ばらみ,穂揃期の追肥対応により登熟

歩合を高め,よ り多収を得た。
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表 5 収量構成要素及び収量

区

67 6    359     86 8

76 3    371     87 5

78 3    370     900

22 8    72 1    8 8

20 1    75 0    8  7

23 1   80 5   8 5

4 ま  と  め

昭和60年度の最上地域の多収要因は,融雪が早く田植時

期が5日 早まったことにより,平年より穂数が多く確保さ

れ″当たり靱数が増加したこと,ま た,幼穂形成期以後高

温・多照に恵れ出穂が 4日 早まり,登熟温度の確保により
登熟歩合が高まったことが多収となった要因と考えられる。

また,農家においては気象を反映して穂肥の追肥対応が適

切に行なわれたことや。中苗が42%ま で普及したことなど

が多収の一因として考えられる。

(山形統計情報事務所)(60年 )

耕種概要 (N成分,″ /α ) (キヨニシキ

幼形 穂ばらみ穂揃 計 移植日
標準 (稚苗)
″ (中苗)

06 02 02  -
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-  10 5月 20日
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